
平
成
二
十
二
年
二
月
四
日
提
出

質

問

第

八

一

号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
輸
入
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也

81



新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
輸
入
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
の
東
京
新
聞
朝
刊
に
よ
る
と
、
厚
生
労
働
省
が
平
成
二
十
一
年
十
月
六
日
に
イ
ギ
リ
ス
の

グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
お
よ
び
ス
イ
ス
の
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
社
と
結
ん
だ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
契

約
で
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
副
作
用
の
評
価
を
理
由
に
契
約
を
解
除
で
き
な
い
条
件
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、
両
社

側
か
ら
は
、
副
作
用
に
よ
る
賠
償
金
を
国
が
肩
代
わ
り
す
る
法
律
が
同
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
成
立
・
発
効
し
な
い
場
合

や
、
国
側
に
著
し
い
契
約
義
務
違
反
が
あ
る
場
合
な
ど
、
一
定
の
事
由
を
理
由
に
日
本
側
よ
り
も
広
く
解
約
が
認
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

本
契
約
に
関
し
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

万
が
一
外
国
製
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
副
作
用
が
発
生
し
た
場
合
に
、
購
入
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ

ば
、
国
民
の
健
康
の
面
か
ら
も
国
家
財
政
の
面
か
ら
も
非
常
に
大
き
な
損
害
を
被
る
。

�

契
約
締
結
の
過
程
で
、
交
渉
に
不
手
際
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
重
大
な
損
害
が
予
想
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
に
不
平
等
な
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
経
緯
お
よ
び
理
由
を
う
か
が
い
た
い
。

�

輸
入
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
含
ま
れ
る
成
分
や
接
種
方
法
の
違
い
か
ら
、
筋
肉
痛
や
関
節
痛
な
ど
の
副
作
用
発
生
頻
度
が
国

一



産
ワ
ク
チ
ン
よ
り
も
高
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
成
分
が
凝
集
し
て
い
る
と
の
報
告
や
、
動
物
実
験
で
モ
ル
モ
ッ
ト
や
マ
ウ
ス
が
死
亡
し
た
り
弱
っ
た
り
し
た
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
、
当
該
契
約
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

�

第
百
七
十
三
回
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
第
十
一
条
に
よ
る
と
、
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
企
業
が
支
払
っ
た
賠
償
は
国
が
補
填
す
る
と
い
う
契
約
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
両
社
と
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
。
法
案
審

議
の
段
階
で
、
当
該
契
約
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
国
会
で
審
議
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
は
こ
の
契
約
の
詳
細
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
た
の
か
。

二

輸
入
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
成
人
換
算
で
九
千
九
百
万
人
分
、
総
額
千
百
二
十
六
億
円
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
厚
生
労
働
省

が
各
都
道
府
県
か
ら
受
け
た
、
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
一
日
時
点
で
の
輸
入
ワ
ク
チ
ン
必
要
数
の
報
告
に
よ
る
と
、
グ
ラ

ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
社
製
が
山
梨
県
で
二
百
回
分
で
あ
り
、
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
社
製
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
子

ど
も
た
ち
の
多
く
は
す
で
に
免
疫
を
獲
得
し
て
い
る
ほ
か
、
世
界
的
な
傾
向
か
ら
し
て
も
春
以
降
流
行
が
再
燃
す
る
可
能
性

は
低
い
と
の
見
方
が
あ
り
、
大
幅
な
余
剰
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

二



�

長
妻
厚
生
労
働
大
臣
は
余
剰
分
に
つ
い
て
「
第
一
義
的
に
交
渉
す
る
の
は
メ
ー
カ
ー
だ
」
と
述
べ
、
購
入
量
縮
小
の
方

向
で
検
討
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
余
剰
が
発
生
し
た
場
合
に
ワ
ク
チ
ン
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
、
政
府
と
し
て
の
考
え
を
う
か
が
い
た
い
。

�

解
約
す
る
と
な
れ
ば
、
違
約
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
額
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

ワ
ク
チ
ン
需
要
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
需
要
調
査
の
実
施
時
期
、
回
数
、
規
模
に
つ
い
て

お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


